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災
害
時
の
石
綿
対
策
を
考
え
る

25
年
を
希
望
と
前
進
の
年
に

参
院
選
へ
決
意
固
め
る
旗
開
き

神
戸
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
30

年
。
倒
壊
し
た

住
宅
、
燃
え
る

街
、
避
難
所
へ

の
炊
き
出
し
な

ど
、
残
し
て
い
た
当
時
の
写

真
を
孫
た
ち
に
見
せ
、
地
震

の
力
の
大
き
さ
と
被
害
の
惨

状
を
伝
え
る
。
地
震
は
自
然

現
象
で
、
止
め
ら
れ
な
い
▼

自
然
災
害
の
被
災
者
支
援
を

目
的
と
し
た
「
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
」
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
で

き
た
法
律
で
あ
る
。
震
災
後

の
１
９
９
６
年
９
月
に
被
災

者
支
援
策
を
政
府
に
要
求
し

て
署
名
活
動
が
始
ま
っ
た
。

私
有
財
産
に
公
費
は
投
じ
ら

れ
な
い
と
い
う
政
府
の
考
え

方
に
対
し
、
全
国
で
２
４
０

０
万
筆
の
署
名
を
集
め
、
被

災
地
か
ら
国
会
行
動
を
繰
り

返
し
、
１
９
９
８
年
、
市
民

と
議
員
が
力
を
合
わ
せ
た
結

果
、
成
立
し
た
。
だ
が
、
阪

神
・
淡
路
の
被
災
者
に
は
適

用
さ
れ
ず
、
義
援
金
と
復
興

基
金
が
支
援
に
使
わ
れ
た
▼

２
０
１
１
年
、
東
日
本
大
震

災
で
は
恐
れ
て
い
た
福
島
第

一
原
発
事
故
が
起
き
た
。
元

の
場
所
に
住
め
な
く
な
っ
た

長
期
避
難
者
へ
の
適
用
は
な

ぜ
か
認
め
ら
れ
ず
「
自
然
災

害
」
で
論
争
。
当
時
の
民
主

党
政
権
は
東
京
電
力
に
損
害

賠
償
の
責
任
が
あ
る
と
答
え

て
い
る
。
爆
発
は
地
震
が
原

因
に
も
か
か
わ
ら
ず
▼
石
橋

克
彦
・
神
大
名
誉
教
授
は
30

年
の
集
い
で
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
・
原
発
震
災
に
触
れ

「
自
然
災
害
と
共
存
せ
ざ
る

を
え
な
い
人
類
は
『
過
剰
文

明
』
か
ら
の
脱
却
と
節
度
あ

る
人
間
活
動
」
を
力
説
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

30
年
に
あ
た
り
、「
災
害
と
ア

ス
ベ
ス
ト
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
１
月
12
日
、
神

戸
市
内
で
開
か
れ
、
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
に
関
心
を
持
つ
約

１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

主
催
し
た
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ひ
ょ
う
ご
労
働
安
全
衛

生
セ
ン
タ
ー
な
ど
こ
れ
ま
で

災
害
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
団
体
や
研
究

者
、
弁
護
士
ら
が
一
昨
年
12

月
に
発
足
を
発
表
し
、
昨
年

１
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
て

き
た
「
災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト

―
阪
神
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」。
こ
の
１
年
間
、
①

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
お

け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
再

検
証
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
実
態
と
ア
ス
ベ
ス
ト
に

対
す
る
意
識
調
査
、
③
復

旧
・
復
興
作
業
に
従
事
し
た

人
々
の
労
働
実
態
、
④
今
後

の
地
震
や
自
然
災
害
時
の
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
な
ど
を
課
題

に
し
て
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
記

録
に
残
す
作
業
に
も
取
り
組

ん
で
き
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
二

次
被
害
で
あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る
健
康
被
害
を
め
ぐ
っ

て
は
、
２
０
０
８
年
３
月
に

建
造
物
の
解
体
作
業
に
２
か

月
か
か
わ
っ
た
男
性
が
労
災

認
定
を
受
け
た
こ
と
に
始
ま

り
、
こ
れ
ま
で
に
８
人
が
労

災
・
公
務
災
害
の
認
定
を
受

け
て
い
る
。

中
皮
腫
の
潜
伏
期
間
は
20

〜
50
年
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
、

い
ま
重
要
な
時
期
を
迎
え
て

い
る
。

震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼
す

る
黙
と
う
か
ら
始
ま
っ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
検
証

―

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
ア
ス

ベ
ス
ト
」
と
題
し
た
第
１
部

と
、「
語
り
継
ぐ
震
災
と
ア
ス

ベ
ス
ト
」
と
し
た
第
２
部
で

構
成
さ
れ
、
医
師
や
研
究
者

を
は
じ
め
、
自
身
が
ア
ス
ベ

ス
ト
被
曝
で
悪
性
胸
膜
中
皮

腫
を
発
症
し
た
労
働
者
や
調

査
活
動
に
取
り
組
ん
だ
学
生

ら
が
次
々
と
発
言
に
立
ち
、

こ
の
間
の
調
査
・
検
証
結
果

を
発
表
し
た
。

多
く
の
災
害
現
場
で
ア
ス

ベ
ス
ト
に
対
す
る
注
意
喚
起

や
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
支
給
な

ど
の
対
策
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
今
も
な
お
、

不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

間
の
調
査
か
ら
も
改
め
て
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
。

約150人が参加し8人の研究者らからの報告を聴
いた＝１月12日、神戸市中央区

石河康国・元新社会党副書記長の講演をメイン
に開かれた新社会党兵庫県本部の新春のつどい
（旗開き）＝1月25日、神戸市長田区

マイナ保険証の問題を
落語で訴えた都亭アロ
ハさん＝1月25日
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亀
山
本
徳
寺

（
姫
路
市
亀
山
）

司
会
の
岡
﨑
彩
子
県
本
部

書
記
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

始
ま
っ
た
「
新
春
の
集
い
」

の
冒
頭
、
粟
原
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
不
安
定
さ

や
混
迷
の
度
が
増
す
国
内
外

の
情
勢
に
ふ
れ
な
が
ら
、

山
陽
電
鉄
亀
山
駅
の
東
側
の
線
路
沿
い
に

お
よ
そ
１
５
０
ｍ
四
方
の
広
い
敷
地
を
持
つ

蓮
如
上
人
を
開
基
と
す
る
浄
土
真
宗
の
別
格

寺
院
「
亀
山
本
徳
寺
」
が
あ
る
。

戦
時
中
ま
で
現
「
亀
山
駅
」
は
「
亀
山
御

坊
駅
」
で
あ
り
、
周
囲
に
も
10
ほ
ど
の
寺
が

集
ま
り
、
す
ぐ
東
を
飾
磨
街
道
が
南
北
に
通

り
、
飾
磨
津
か
ら
姫
路
城
飾
磨
門
ま
で
約
４

㌔
の
計
画
道
路
が
通
る
。

こ
こ
よ
り
少
し
西
、
英
賀
に
英
賀
本
徳
寺

が
あ
っ
た
が
、
信
長
・
秀
吉
に
破
壊
さ
れ
、

こ
の
亀
山
に
移
築
さ
れ
た
。
ス
ケ
ッ
チ
の
大

門
か
ら
入
る
と
正
面
に
着
物
の
裾
を
広
げ
た

よ
う
な
緩
や
か
な
曲
線
の
大
屋
根
の
本
堂
が

あ
り
、
渡
り
廊
下
で
表
書
院
に
繋
が
る
。
こ

の
本
堂
は
、
火
災
で
焼
失
し
た
後
、
京
都
西

本
願
寺
の
北
集
会
所
の
建
物
を
移
築
し
た
も

の
で
、
そ
の
た
め
に
こ
の
本
堂
の
柱
に
は
、

新
撰
組
が
壬
生
か
ら
移
っ
て
屯
所
と
し
て
一

時
使
用
し
て
い
た
当
時
の
刀
傷
が
残
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大

河
ド
ラ
マ
「
新
撰
組
！
」
の
ロ
ケ
に
も
使
用

さ
れ
た
。
姫
路
は
国
内
有
数
の
ロ
ケ
地
で
、

「
乱
」「
影
武
者
」「
大
奥
」
で
姫
路
城
、
「
ラ

ス
ト
サ
ム
ラ
イ
」「
武
蔵
」
で
書
写
山
円
教
寺

な
ど
、
時
代
劇
で
よ
く
使
わ
れ
る
。
姫
路
と

鳥
取
を
結
ぶ
国
道
29
号
を
辿
る
最
近
作

「
ル
ー
ト
29
」
で
は
今
の
姫
路
の
街
も
。

境
内
に
は
大
玄
関
や
太
鼓
楼
等
、
文
化
財

も
多
い
。
毎
月
第
４
日
曜
日
に
は
楽
市
楽
座

が
開
か
れ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
骨
董
市

な
ど
で
賑
わ
う
。　
　
　
　
　
　

 

（
嶋
谷
）

「
２
０
２
５
年
は
新
社
会
党

の
み
な
ら
ず
、
改
憲
や
戦
争

を
許
さ
な
い
護
憲
勢
力
に
と

っ
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
年
。

少
数
与
党
と
な
っ
た
自
公
政

権
を
さ
ら
に
追
い
つ
め
、
民

主
主
義
を
取
り
戻
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
参
院
選
比
例

区
で
か
い
正
康
さ
ん
の
勝
利

を
勝
ち
と
る
態
勢
を
築
こ
う
」

と
訴
え
た
。

つ
づ
い
て
来
賓
と
し
て
、

岡
﨑
宏
美
・
新
社
会
党
中
央

本
部
委
員
長
か
ら
激
励
を
受

け
た
あ
と
、
各
政
党
代
表
と

し
て
、
立
憲
民
主
党
県
連
・

井
坂
信
彦
代
表
（
衆
議
院
議

員
）
、
日
本
共
産
党
県
委
員

会
・
村
上
亮
三
副
委
員
長
、

緑
の
党
グ
リ
ー
ン
ズ
ジ
ャ
パ

ン
兵
庫
県
本
部
・
丸
尾
牧
共

同
代
表
（
県
会
議
員
）
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
平
和
や
民
主
主
義
、

国
民
の
暮
ら
し
の
安
定
の
た

め
に
自
公
金
権
腐
敗
政
治
の

打
倒
を
め
ざ
し
て
共
に
闘
お

う
と
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を

受
け
た
（
社
民
党
県
連
か
ら

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
）。

か
い
正
康
・
参
院
選
社
民

党
比
例
区
予
定
候
補
（
新
社

会
党
市
民
運
動
委
員
長
）
か

ら
は
「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
22
年
の
経
験
を
活
か
し
、

労
働
者
の
立
場
に
徹
し
て
勝

利
を
め
ざ
し
闘
い
抜
く
」
と

熱
い
決
意
を
込
め
た
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

つ
づ
い
て
は
都
亭
ア
ロ
ハ

さ
ん
（
党
垂
水
支
部
所
属
の

菊
地
真
千
子
さ
ん
）
に
よ
る

落
語
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
ネ
タ
に
、

国
民
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
い

る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
点

を
自
作
の
落
語
で
お
も
し
ろ

お
か
し
く
訴
え
、
会
場
を
沸

か
せ
た
。

メ
イ
ン
の
講
演
で
は
、
石

河
さ
ん
は
、
戦
後
歴
史
の
画

期
を
振
り
返
り
つ
つ
今
日
の

日
本
の
政
治
情
勢
の
特
徴
に

つ
い
て
、
９
条
明
文
改
憲
は

先
延
ば
し
に
は
な
っ
た
も
の

の
戦
争
準
備
に
は
歯
止
め
は

か
か
ら
ず
護
憲
勢
力
は
戦
後

最
少
に
な
っ
た
と
指
摘
。
一

方
で
、
戦
争
の
現
実
か
ら

「
抑
止
力
」
の
非
現
実
性
は

逆
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

と
し
て
、「
非
武
装
・
中
立
」

の
復
権
は
可
能
だ
と
強
調
。

直
ち
に
変
わ
ら
な
く
て
も
、

小
さ
い
な
が
ら
も
確
実
な
勢

力
を
き
ち
ん
と
形
成
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

新
社
会
党
兵
庫
県
本
部
（
粟
原
富
夫
委
員
長
）
は
２
０
２
５
年
の
「
新
春
の
集
い
」

（
旗
開
き
）
を
１
月
25
日
、「
新
春
講
演
会
」
と
し
て
神
戸
市
内
で
開
き
、
石
河
康
国
・

元
新
社
会
党
副
書
記
長
の
講
演
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
夏
の
参
院
選
や
そ
れ
に
先
立
つ
６

月
の
尼
崎
市
議
選
で
の
勝
利
を
め
ざ
す
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

新 社 会 党
兵庫県本部

1.12

い
し　 

こ
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義
を
守
る
集
い
〜
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
デ
マ
・
誹
謗
中
傷
と
の

戦
い
〜
／
真
実
を
語
り
合
う

◎
２
月
13
日
（
木
）
18
時
30

分
◎
尼
崎
市
・
小
田
南
障
害

学
習
プ
ラ
ザ
・
大
ホ
ー
ル

◎
講
師
：
津
久
井
進
弁
護
士

◎
報
告
：
百
条
委
員
会
委
員

へ
の
攻
撃
／
「
百
条
委
員
会
」

メ
ン
バ
ー
◎
会
場
カ
ン
パ
５

０
０
円
◎
主
催
＝
百
条
委
員

会
を
守
る
市
民
の
会
（
連
絡

先
電
話
06
・
６
４
８
０
・
５

４
３
７　

つ
づ
き
徳
昭
）

■
ひ
ょ
う
ご
社
会
主
義
ゼ
ミ

ナ
ー
ル

◎
２
月
22
日
（
土
）
13
時
〜

16
時
◎
兵
庫
区
文
化
セ
ン
タ

ー
・
講
習
室
◎
講
義
「
Ｔ
・

ピ
ケ
テ
ィ
『
資
本
と
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
』
を
読
み
解
く
」
岩

佐
卓
也
さ
ん
（
専
修
大
学
教

授
）
◎
参
加
費
５
０
０
円
◎

主
催
＝
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
実
行
委

員
会

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

大震災から30年の節目で開催を終えるこ
とになった“追悼・連帯・抗議”のスタン
ディング＝１月17日、神戸市役所前

神戸市中央区海岸通に市会決議が刻まれ
た「非核『神戸方式』の碑」が市民によっ
て建てられている

１
月
17
日
、
６
４
３
４
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
30
年
を
迎
え

た
。
被
災
地
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
追
悼
行
事
が
行
わ
れ
、
神

戸
市
中
央
区
の
東
遊
園
地
で

は
「
１
・
17
の
つ
ど
い
」
が

開
か
れ
、
30
年
と
い
う
節
目

の
年
で
も
あ
り
例
年
以
上
に

多
く
の
人
が
参
加
し
た
。 

こ
う
し
た
行
事
の
傍
ら
で
、

〝
震
災
弱
者
〞
を
置
き
去
り

に
す
る
よ
う
な
神
戸
市
の
復

興
行
政
を
経
験
し
、
批
判
し

て
き
た
市
民
運
動
に
か
か
わ

る
人
々
が
17
日
昼
、
神
戸
市

役
所
前
で
〝
追
悼
・
連
帯
・

抗
議
〞
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

行
動
を
行
っ
た
。 

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
と

し
て
は
３
年
目
だ
が
、
震
災

の
翌
年
か
ら
同
所
で
、
兵
庫

県
被
災
者
連
絡
会
の
河
村
宗

治
郎
会
長
（
故
人
）
ら
が
つ

く
っ
た
実
行
委
員
会
の
主
催

で
27
年
間
続
け
、
参
加
者
の

高
齢
化
な
ど
も
あ
っ
て
２
０

２
２
年
で
開
催
を
終
え
た

「
１
・
17
追
悼
・
連
帯
・
抗

議
の
集
い
」
を
継
承
す
る
も

の
だ
。
実
行
委
員
会
の
有
志

で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
を

呼
び
か
け
て
き
た
。 

こ
の
日
、
あ
わ
は
ら
富
夫

神
戸
市
議
が
ま
ず
マ
イ
ク
を

握
り
、
震
災
当
時
の
被
災
地

や
被
災
者
の
運
動
を
ふ
り
返

り
、
被
災
者
自
ら
が
立
ち
上

が
り
国
会
議
員
と
共
に
成
立

さ
せ
た
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
の
意
義
に
つ
い
て
触
れ
、

出
発
時
か
ら
は
改
善
は
さ
れ

“追悼・連帯・抗議”の街頭行動
ワークショップ非核条例
を考える全国の集い

呼びかけ

非核神戸方式を今こそ全国へ

阪神・淡路大震災から30年
非核神戸方式50周年記念

あわはら富夫神戸市議らがマイクアピール

た
も
の
の
、
そ
の
後
の
自
然

災
害
の
実
情
か
ら
は
さ
ら
な

る
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
強
く
訴
え
た
。 

そ
の
後
は
、
小
林
る
み
子

元
神
戸
市
議
を
は
じ
め
、
被

災
地
・
被
災
者
の
運
動
に
関

わ
っ
て
き
て
人
た
ち
が
次
々

と
マ
イ
ク
リ
レ
ー
で
思
い
を

訴
え
た
。 

そ
し
て
、
震
災
か
ら
30
年

と
い
う
節
目
を
も
っ
て
、
こ

の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
も

終
わ
り
と
す
る
こ
と
を
確
認

し
て
散
会
し
た
。

 ■
デ
マ
と
脅
迫
か
ら
民
主
主

改
憲
の
動
き
を
ウ
ォッ
チ
ン
グ

■
軍
事
基
地
と
沖
縄　

軍
事

力
の
強
化
に
突
き
進
む
自
公

政
権
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ね

ば
な
ら
な
い

　

「
南
西
諸
島
を
要
塞
化
す

る
自
衛
隊
の
南
西
シ
フ
ト
は

今
年
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

（
反
撃
能
力
）
を
備
え
た
ミ

サ
イ
ル
の
配
備
へ
と
段
階
が

上
が
る
。
民
意
を
無
視
し
て

進
め
ら
れ
る
辺
野
古
新
基
地

建
設
は
、
大
浦
湾
に
広
が
る

軟
弱
地
盤
の
改
良
工
事
が
本

格
化
す
る
。
米
軍
と
自
衛
隊

の
訓
練
演
習
も
さ
ら
に
激
し

く
な
る
だ
ろ
う
」

　

「『
台
湾
有
事
』
を
前
提
に

し
た
戦
争
準
備
を
こ
れ
以
上

許
せ
ば
、
沖
縄
は
80
年
前
と

同
じ
戦
場
に
な
っ
て
し
ま
う
。

沖
縄
に
一
層
の
負
担
と
犠
牲

を
強
い
て
防
衛
力
の
抜
本
的

強
化
に
突
き
進
む
政
府
の
強

硬
姿
勢
を
、
何
と
し
て
も
改

め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

「
押
し
つ
け
ら
れ
る
国
策

に
沈
黙
し
て
は
い
け
な
い
。

現
在
を
『
新
し
い
戦
前
』
に

し
な
い
と
い
う
決
意
を
広
げ

る
必
要
が
あ
る
」

　

引
用
が
少
々
長
く
な
っ
た

が
新
年
早
々
の
「
琉
球
新
報
」

の
社
説
で
あ
る
。

  

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
設

計
変
更
を
巡
り
、
沖
縄
県
が

不
承
認
処
分
の
効
力
回
復
を

求
め
た
抗
告
訴
訟
で
、
最
高

裁
は
１
月
16
日
付
で
県
の
上

告
を
不
受
理
と
し
た
。
辺
野

古
新
基
地
建
設
に
関
し
て
県

と
国
の
間
で
争
わ
れ
て
い
た

14
件
は
全
て
終
結
し
、
和
解

な
ど
に
よ
る
取
り
下
げ
が
４

件
、
県
の
敗
訴
が
10
件
と
な

っ
た
（
琉
球
新
報
）。

　

翁
長
知
事
か
ら
玉
城
知
事

へ
10
年
。
沖
縄
県
民
は
幾
多

の
選
挙
や
県
民
投
票
で
何
度

も
辺
野
古
埋
め
立
て
反
対
の

意
思
を
示
し
て
き
た
。

　

玉
城
知
事
は
「
今
回
司
法

が
何
ら
の
具
体
的
判
断
も
示

さ
ず
に
門
前
払
い
し
た
こ
と

は
極
め
て
残
念
だ
。
し
か
し

な
が
ら
、
多
く
の
県
民
の
付

託
を
受
け
た
知
事
と
し
て
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対

す
る
私
の
立
場
は
い
さ
さ
か

も
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

「
琉
球
新
報
」
社
説
は
辺

野
古
を
巡
る
訴
訟
の
終
結
を

受
け
、「
10
年
に
わ
た
る
一
連

の
法
廷
闘
争
が
無
駄
だ
っ
た

か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う

で
は
な
い
。
問
わ
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
国
の
民
主
主
義

だ
。
沖
縄
の
自
己
決
定
権
や

人
権
の
抑
圧
が
続
く
限
り
、

犠
牲
を
押
し
付
け
ら
れ
る
沖

縄
か
ら
の
訴
え
が
や
む
こ
と

は
な
い
。
司
法
に
は
権
利
救

済
の
役
割
が
引
き
続
き
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
心
す
べ

き
だ
」

　

「
県
敗
訴
が
続
い
た
と
は

い
え
、
新
基
地
建
設
に
反
対

す
る
主
張
の
正
当
性
が
完
全

に
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
裁
判
所
が
具
体
的
な
判

断
に
踏
み
こ
ま
ず
、
沖
縄
県

は
被
告
と
し
て
訴
え
る
立
場

に
な
い
な
ど
の
理
由
で
門
前

払
い
と
な
っ
た
判
決
が
ほ
と

ん
ど
だ
」
と
主
張
。

　

現
状
で
は
沖
縄
県
と
国
と

の
係
争
中
の
裁
判
は
な
く
な

っ
た
。
だ
が
、
辺
野
古
の
米

軍
基
地
建
設
で
沖
縄
防
衛
局

は
１
月
29
日
、
軟
弱
地
盤
が

広
が
る
大
浦
湾
で
、
改
良
工

事
の
一
環
と
し
て
砂
ぐ
い
の

打
ち
込
み
作
業
に
着
手
し
た
。

玉
城
知
事
は
「
国
内
に
先
例

の
な
い
工
事
で
あ
り
、
難
工

事
が
予
想
さ
れ
る
。
工
事
が

申
請
書
の
内
容
に
沿
っ
て
い

る
か
を
注
視
し
て
い
く
」
と

コ
メ
ン
ト
。

　

前
例
の
な
い
難
工
事
だ
け

に
、
設
計
変
更
や
土
砂
の
採

掘
・
搬
出
入
、
環
境
保
全
に

関
す
る
許
認
可
を
巡
っ
て
県

と
国
の
争
い
が
再
び
裁
判
所

に
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

沖
縄
と
連
帯
し
て
全
国
的

に
進
ん
で
い
る
戦
争
準
備
を

止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。（

中
）

非
核
神
戸
方
式
50
周
年
記
念

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
非
核
条
例
を
考
え
る
全
国
の
集
い

〜
非
核
神
戸
方
式
を
今
こ
そ
全
国
へ
〜 

●
日　

時
：
３
月
15
日
（
土
） 

13
：
40
〜
16
：
30

●
会　

場
：
神
戸
市
教
育
会
館
・
大
ホ
ー
ル

●
参
加
費
：
会
場
参
加
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
と
も
５
０
０
円

●
内　

容

・
基
調
講
演
「
非
核
神
戸
方
式
を
振
り
返
り
、
今
こ
そ
全

国
へ
！
」
浜
恵
介
氏
（
立
教
大
学
兼
任
講
師
）、
新
倉
裕

史
氏
（
ヨ
コ
ス
カ
平
和
船
団
）

・
特
別
報
告
①

　
　

あ
わ
は
ら
富
夫
氏
（
神
戸
市
会
議
員
）

　
　

斉
藤
け
い
子
氏
（
苫
小
牧
非
核
条
例
を
考
え
る
会
）

・
特
別
報
告
②　
　

　
　

山
崎
秀
一
氏
（
元
自
治
労
高
知
県
職
労
委
員
長
）

　
　

藤
井
幸
子
氏
（
平
和
憲
法
を
守
る
八
重
山
連
絡
協　

　

議
会
）

　

・
質
疑
応
答
、
意
見
交
換 

●
主
催
：
非
核
条
例
を
考
え
る
全
国
の
集
い
実
行
委
員
会

●
共
催
：
憲
法
を
生
か
す
会
・
ひ
ょ
う
ご
ネ
ッ
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】
現
地
神
戸
／
中
村

　
　

n
s
p
-
k
o
b
e
@
p
o
r
t
n
e
t
．n
e
．j
p

●
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
の
場
合

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ
番
号
：
８
２
３ 

８
９
１
３　

１
１

３
８           

・
パ
ス
コ
ー
ド
：
８
５
１
６
６
８

●
賛
同
金
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
費
の
振
り
込
み
先

  

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

口
座
名
義
／
ハ
マ 

ケ
イ
ス
ケ

　

口
座
番
号
／
１
５
１
６
０
―
６
７
５
９
３
５
１

■
井
上
力
さ
ん
（
元
神
戸
市

会
議
員
）
を
偲
ぶ
会

◎
２
月
16
日
（
日
）
14
時
〜

16
時
◎
神
戸
市
灘
区
・
王
子

動
物
園
ホ
ー
ル

■
２
０
２
５
兵
庫
た
た
か
う

仲
間
の
集
会
〜
未
来
を
築
く

働
き
方
と
賃
上
げ
を
！

〜

◎
３
月
８
日
（
土
）
13
時
30

分
◎
神
戸
市
・
中
央
区
文
化

セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
闘
争
報
告
と
記
念
講
演

◎
主
催
＝
集
会
実
行
委
員
会

◎
集
会
後
デ
モ
行
進

●３月15日（土）13：40～16：30
●神戸市教育会館・大ホール
　（JR元町駅・東口から徒歩10分）

今
年
は
、
い
わ
ゆ
る
「
非

核
神
戸
方
式
」、「
核
兵
器
積

載
艦
艇
の
神
戸
港
入
港
拒
否

に
関
す
る
決
議
」
が
神
戸
市

会
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
50
年

と
い
う
節
目
の
年
だ
。
１
９

７
５
年
３
月
18
日
、
同
決
議

は
可
決
さ
れ
た
。

戦
後
、
神
戸
港
が
米
軍
に

接
収
さ
れ
、
１
９
７
４
年
に

全
面
返
還
さ
れ
る
ま
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
兵
器
の

運
搬
、
米
兵
遺
体
の
保
存
場

所
や
運
搬
施
設
と
し
て
使
用

さ
れ
、
米
軍
が
や
り
た
い
放

題
で
使
っ
て
い
た
。

し
か
し
、「
日
本
に
寄
港
す

る
艦
艇
は
核
兵
器
を
外
さ
な

い
」
と
い
う
１
９
７
４
年
の

米
議
会
で
の
ラ
ロ
ッ
ク
証
言

を
契
機
に
、
市
民
や
労
働
者

の
運
動
が
起
こ
り
、
神
戸
市

会
で
平
田
辰
男
議
員
（
日
本

社
会
党
）
が
「
将
来
核
武
装

を
し
て
い
る
疑
い
の
あ
る
米

艦
船
の
入
港
と
い
う
状
態
が

生
ま
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」

と
質
問
し
た
こ
と
に
対
し
、

当
時
の
宮
崎
市
長
は
「
核
艦

船
の
入
港
を
拒
否
す
る
」
と

答
弁
。
こ
れ
を
受
け
全
会
一

致
で
決
議
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
神
戸
港
に
入
港

し
た
核
保
有
国
の
外
国
艦
艇

（
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
）
は

８
隻
の
み
。
イ
ギ
リ
ス
は
７

隻
入
港
を
打
診
し
た
が
、
神

戸
市
の
「
非
核
証
明
書
の
提

出
を
」
と
の
説
明
で
入
港
を

断
念
。
米
艦
艇
に
つ
い
て
は

入
港
の
打
診
す
ら
な
い
。

核
積
載
艦
艇
の
神
戸
港
入

港
を
拒
否
す
る
「
非
核
神
戸

方
式
」
は
港
湾
法
に
も
と
づ

き
、
港
の
管
理
・
運
営
権
を

持
つ
神
戸
市
が
、
市
会
決
議

（
市
民
の
総
意
）
に
も
と
づ

き
行
政
指
導
と
し
て
運
用
し

て
い
る
も
の
。
そ
の
後
、
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
非
核
神
戸
方

式
つ
ぶ
し
の
動
き
や
有
事
法

成
立
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
市

長
へ
の
質
問
の
た
び
に
、
歴

代
の
市
長
は
「
非
核
神
戸
方

式
は
堅
持
す
る
」
と
答
弁
し

て
き
て
い
る
。　

い
ま
、
日
本
に
お
け
る
基

地
強
靭
化
や
特
定
港
湾
・
空

港
制
度
に
よ
る
民
間
港
湾
の

軍
事
利
用
と
い
う
軍
事
拡
大

の
情
勢
の
中
で
、
自
治
体
の

非
核
化
に
よ
る
軍
事
利
用
の

拒
否
は
改
め
て
重
要
に
な
っ

て
い
る
。

そ
こ
で
、
日
本
で
初
め
て

港
湾
の
非
核
化
を
実
践
し
た

「
非
核
神
戸
方
式
」
の
開
始

か
ら
50
周
年
を
迎
え
た
の
を

記
念
し
、
今
こ
そ
「
非
核
神

戸
方
式
」
を
全
国
へ
広
げ
よ

う
と
、
非
核
神
戸
方
式
が
ど

の
よ
う
に
全
国
に
広
が
り
、

い
ま
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
の
か
、
全
国
の
各
地
域
を

つ
な
い
で
意
見
交
換
を
行
い
、

「
非
核
神
戸
方
式
」
に
つ
い

て
考
え
る
全
国
の
集
い
が
３

月
15
日
、
神
戸
市
で
開
催
さ

れ
る
（
開
催
要
項
は
別
記
）。

実
行
委
員
会
で
は
、
集
い

を
成
功
さ
せ
よ
う
と
兵
庫
県

内
は
も
と
よ
り
全
国
に
発
信

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
集
い
へ
の
協
力
・
団
体

賛
同
（
賛
同
金
１
口
３
千
円

以
上
）
と
、
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

新社会兵庫660_02.ai

て
る
み



号　外（3）

結
成
か
ら
10
年　

更
な
る
発
展
へ
議
論

市
民
デ
モ
H
Y
O
G
O
が
交
流
会

「
こ
わ
す
な
憲
法
！
い
の

ち
と
く
ら
し
！
市
民
デ
モ
Ｈ

Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
」
の
前
身
で
あ
る

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
！

市
民
デ
モ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
の
結

成
か
ら
10
年
を
迎
え
る
節
目

に
当
た
り
、
さ
ら
な
る
飛

躍
・
発
展
に
む
け
た
展
望
を

議
論
し
交
流
す
る
場
と
し
て
、

「
市
民
デ
モ
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
」

は
１
月
12
日
、
神
戸
市
内
で

「
２
０
２
５
新
年
交
流
会
」

を
開
催
し
、
約
50
人
が
参
加

し
た
。

交
流
会
の
冒
頭
、
毎
週
木

曜
日
の
マ
ル
イ
前
行
動
に
欠

か
さ
ず
参
加
し
、
横
断
幕
や

シ
ー
ル
投
票
板
な
ど
を
作
成

す
る
な
ど
大
き
な
貢
献
を
し

て
き
た
井
上
力
さ
ん
へ
の
黙

祷
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
昨

年
春
の
交
流
会
以
降
の
経
過

報
告
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
末
の
「
兵
庫
県
知
事

選
挙
に
異
議
あ
り
！
真
相
解

明
県
民
集
会
」
に
は
会
場
だ

け
で
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、

会
場
に
入
り
切
れ
な
か
っ
た

人
も
含
め
１
６
０
０
人
〜
１

８
０
０
人
が
参
加
し
た
と
見

ら
れ
る
が
、「
予
想
を
上
回
る

未
経
験
の
事
態
で
、
集
会
運

営
な
ど
で
反
省
す
る
点
は
多

く
あ
っ
た
が
、
斎
藤
知
事
が

当
選
し
て
も
、
な
お
異
議
が

あ
る
人
が
多
い
こ
と
を
示
せ

た
集
会
だ
っ
た
」
と
総
括
し
、

今
後
も
引
き
続
き
こ
の
問
題

に
取
り
組
み
、
２
月
議
会
に

予
定
さ
れ
る
百
条
委
員
会
の

報
告
書
提
出
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
発
足
10
年
の
節

目
に
当
た
り
、
今
後
の
発
展

に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略

を
考
え
る
た
め
の
き
っ
か
け

と
し
て
「
市
民
デ
モ
Ｈ
Ｙ
Ｏ

Ｇ
Ｏ
の
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い

て
の
提
案
が
あ
っ
た
。
政
治

状
況
も
変
化
し
取
り
組
む
主

軸
テ
ー
マ
も
多
様
化
す
る
中
、

市
民
デ
モ
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
の
共

通
理
念
と
し
て
、「
既
存
グ
ル

ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」か
ら

「
市
民
に
開
か
れ
た
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
」
へ
と
シ
フ
ト
し

な
が
ら
、
同
じ
テ
ー
マ
を
取

り
組
む
グ
ル
ー
プ
同
士
の
交

流
を
活
発
化
す
る
こ
と
な
ど

が
提
案
さ
れ
、
参
加
者
全
員

で
確
認
し
た
。

ま
た
、「
私
た
ち
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か

〜
21
世
紀
の
市
民
運
動
の
回

顧
と
展
望
〜
」
と
題
し
た
山

本
昭
宏
さ
ん
（
神
戸
外
大
准

教
授
）
に
よ
る
講
演
も
あ
り
、

21
世
紀
の
市
民
運
動
が
抱
え

る
問
題
を
克
服
す
る
方
向
も

提
示
さ
れ
た
。　

 

（
中
村
）

■
原
発
事
故
か
ら
14
年
の
集

い
「
原
発
事
故
は
い
の
ち
・

生
活
・
生
業
を
奪
う
〜
苦
難

の
中
を
生
き
抜
く
被
災
者
と

と
も
に
〜
」

◎
３
月
９
日
（
日
）
14
時
〜

15
時
45
分
／
集
会
後
に
デ
モ

を
予
定
◎
神
戸
市
立
婦
人
会

館
・
５
階
「
さ
く
ら
」
◎
講

演
「
地
震
と
原
発
―
私
が
原

発
を
と
め
た
理
由
」
樋
口
英

明
さ
ん
（
元
裁
判
官
）
◎
報

告
：
菅
野
み
ず
え
さ
ん
（
福

島
原
発
事
故
避
難
者
）
◎
参

加
費
１
０
０
０
円
◎
主
催
＝

脱
原
発
兵
庫
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
連
絡
先
電
話
０
９
０
・
９

９
８
９
・
７
１
２
９（

菅
野
）

な
く
、
地
域
の
組
織
で
あ
る

総
支
部
段
階
で
も
新
年
の
決

意
を
固
め
あ
う
「
旗
開
き
」

が
開
か
れ
た
。
１
月
26
日
は

灘
総
支
部
で
（
写
真
上
）、
１

月
30
日
に
は
芦
屋
総
支
部
で

（
写
真
下
）。
総
支
部
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
の
ち
、

か
い
正
康
さ
ん
の
ビ
デ
オ
メ

２
０
２
５
年
は
、
新
社
会

党
に
と
っ
て
は
か
い
正
康
さ

ん
（
新
社
会
党
市
民
運
動
委

員
長
）
を
７
月
の
参
院
選
で

社
民
党
の
比
例
区
（
社
民
党

推
薦
と
し
て
名
簿
登
載
）
か

ら
擁
立
し
て
た
た
か
う
き
わ

め
て
重
要
な
年
だ
。
各
級
機

関
で
ま
さ
に
党
の
命
運
が
か

か
る
選
挙
と
位

置
づ
け
、
そ
の

準
備
を
進
め
て

い
る
。

そ
う
し
た
年

の
本
格
的
な
活

動
の
出
発
点
と

し
て
、
県
本
部

の
「
旗
開
き
」

で
あ
る
「
新
春

の
集
い
」（
１
面

記
事
）
だ
け
で

約50人が参加して「市民デモＨＹＯＧＯ」の今
後について熱心に討論した＝１月12日、神戸市

参院選へ活動本格化
党総支部段階でも旗開き

昨
年
11
月
、
滋
賀
に
あ
る

半
導
体
関
連
部
品
を
製
造
す

る
Ｓ
社
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

ペ
ル
ー
人
労
働
者
か
ら
相
談

が
寄
せ
ら
れ
た
。

15
年
以
上
も
同
じ
会
社
で

働
い
て
い
る
の
に
、
有
給
休

暇
は
な
し
、
社
会
保
険
な
し
、

雇
用
保
険
な
し
、
ボ
ー
ナ
ス

な
し
、
深
夜
割

増
も
な
い
、
と

い
う
こ
と
だ
っ

た
。
５
年
前
ま
で
は
法
定
休

日
も
な
か
っ
た
と
の
訴
え
も

あ
っ
た
。

た
だ
ち
に
分
会
を
結
成
し
、

派
遣
元
会
社
（
屋
号
を
持
つ

個
人
だ
っ
た
）
に
組
合
結
成

通
知
と
要
求
書
を
提
出
し
た
。

す
ぐ
派
遣
元
社
長
か
ら
電
話

が
あ
り
、
交
渉
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
直
後
、

組
合
員
に
対
し
て
12
月
末
で

の
雇
止
め
を
書
面
で
通
告
し

て
き
た
。
し
か
も
、
予
定
し

て
い
た
交
渉
の
前
日
に
は
、

体
調
不
良
で
交
渉
延
期
の
電

話
が
入
っ
て
き
た
。

組
合
員
に
連
絡
し
、
す
ぐ

に
滋
賀
労
働
局
に
出
向
き
、

労
働
者
派
遣
法
に
基
づ
く

「
み
な
し
雇
用
制
度
」
の
申

告
を
行
っ
た
。
派
遣
元
は
、

派
遣
許
可
も
な
く
長
期
に
わ

た
っ
て
Ｓ
社
に
労
働
者
を
送

り
出
し
て
い
た
こ
と
も
発
覚

し
た
。
こ
う
し
た
悪
質
性
か

ら
、
労
働
局
は
Ｓ
社
に
対
し

て
４
人
を
直
接
雇
用
す
る
よ

う
指
導
し
た
。

Ｓ
社
は
、
そ
れ
に
従
い
直

雇
用
を
約
束
。
先
日
、
組
合

員
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
Ｓ

社
と
交
渉
を
行
っ
た
。
Ｓ
社

は
、「
無
期
雇
用
と
し
、
時
給

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
６
０

０
円
、
社
会
保
険
や
有
休
休

暇
は
法
律
ど
お
り
」
と
回
答

し
た
が
、
ボ
ー
ナ
ス
を
含
む

諸
手
当
に
つ
い
て
は
、
「
な

い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
理

由
は
他
の
正
社
員
よ
り
賃
金

が
高
く
、
諸
手
当
や
ボ
ー
ナ

ス
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
賃
金

は
下
が
る
と
い
う
。
就
業
規

則
上
、
組
合
員

は
正
社
員
で
は

な
い
の
か
？
な

い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

雇
用
な
の
か
？
と
質
し
た
が

返
事
が
な
く
、
社
労
士
と
相

談
の
上
、
回
答
す
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

組
合
員
は
、
正
社
員
と
同

じ
扱
い
に
な
る
の
で
あ
れ
ば

時
給
は
下
が
っ
て
も
よ
い
と

言
っ
て
お
り
、
同
一
労
働
同

一
賃
金
を
引
き
続
き
求
め
て

い
く
。

ま
た
、
派
遣
元
に
対
し
て

は
、
ま
っ
た
く
使
え
な
か
っ

た
有
給
休
暇
の
保
障
や
社
会

保
険
未
加
入
に
対
す
る
補
償

な
ど
を
求
め
て
、
引
き
続
き

交
渉
を
求
め
て
い
る
。

塚
原
久
雄
（
武
庫
川
ユ
ニ

オ
ン
書
記
長
）

あちこち
あれこれ

あちこち
あれこれ

地域ユニ
オン

あちこち
あれこれ

○446

派
遣
の
ペ
ル
ー
人
労
働
者
達
の
た
た
か
い

ッ
セ
ー
ジ
を
観
た
り
、
懇
親

で
交
流
を
深
め
な
が
ら
決
意

を
固
め
た
。

ち
な
み
に
「
旗
開
き
」
を

辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、「
革

新
系
の
政
党
や
労
働
組
合
で
、

党
旗
・
組
合
旗
を
飾
っ
て
新

年
の
決
意
を
表
明
す
る
会
合
」

と
あ
っ
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（有）ぴぃぷる
電話/ファックス　078（531）0135

福崎町産100％　600g
700円

　　　　　　　よく噛んで食べることで、食材本来の味を感じることができます。それだけでなく、あごを開けたり閉じたり
するので顔などの骨や筋肉が動き、血流が増加し脳に酸素と栄養が送られ、脳細胞の働きが活発になります。高齢者では認
知症の予防にもなると言われています。あごや口のまわりの筋肉を動かすことは、表情を豊かにしたり、きれいな発音で話
すことにもつながります。周囲の人との会話もはずみます。柔らかい食材ばかりでなく、しっかり噛むと美味しい食材をプラ
スすることで、習慣化しませんか。
　播州福崎町産のもち麦は、大麦の一種で、一般的な小麦に比べて高タンパク・高ミネラルで、ベータグルカンと呼ばれる
食物繊維を多く含んでいます。コレステロールを下げる働きがあるといわれており、いま最も注目されている栄養素の1つ
です。白米に混ぜて炊くだけで他の麦には無い独特のプチプチした食感をお楽しみいただけます。

● ささや米（耕しや）
　白米　5㎏　3,100円
　 玄米　5㎏　2,950円

● でかんしょ米（小多田屋米穀店）
　 5㎏　3,300円 / 3㎏　1,980円

毎月のお米　いずれもコシヒカリ

よく噛んで食べる習慣をつけましょう

の

か
ん

す
が  

の

新社会兵庫660_03.ai

23121801スガ→121901スガ→121903スガ→
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（
岸
部
一
徳
）
の
存
在
（
正

体
）
が
明
か
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

そ
ん
な
晶
に
対
し
て
な
ぜ

か
憎
し
み
を
も
っ
た
眼
で
見

つ
め
る
比
呂
人
が
い
た
。
未

知
子
、
晶
、
多
可
人
の
過
去

が
絡
み
合
い
、
多
く
の
命
が

脅
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。そ

ん
な
中
、
未
知
子
は
あ

る
手
術
を
決
意
す
る
こ
と
に

な
り
、
東
帝
大
病
院
の
医
師

た
ち
の
力
を
得
て
、「
晶
さ
ん

な
ら
、
き
っ
と
、
必
ず
こ
う

す
る
か
ら
」
と
オ
ペ
に
立
ち

向
か
う
。

未
知
子
の
オ
ペ
を
劇
場
で

見
届
け
て
ほ
し
い
。

（
シ
ネ
マ
翁
）

監
督
＝
田
村
直
己
／
２
０

２
４
年
／
日
本
／
１
２
８

分

テ
レ
ビ
を
含
め
シ
リ
ー
ズ
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
作
品

劇
場
版
ド
ク
タ
ー
X 

フ
ァ
イ
ナ
ル

兵庫県知事選挙に思う

い
せ
い
で
問
題
が
生
じ
た
。

そ
れ
を
追
及
す
る
百
条
委
員

会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の

内
容
を
面
白
可
笑
し
く
マ
ス

コ
ミ
が
取
り
上
げ
た
た
め
、

Ｓ
は
全
国
規
模
の
高
い
知
名

度
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
い

ち
早
く
Ｐ
Ｒ
会
社
と
組
ん
で

選
挙
準
備
を
始
め
て
い
た
。

後
か
ら
思
え
ば
不
信
任
案
の

提
出
も
失
職
も
、
テ
レ
ビ
の

独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
、
や

ら
せ
や
サ
ク
ラ
を
仕
込
み
な

聞
く
と
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て

判
断
し
た
と
言
う
。
元
々
パ

ワ
ハ
ラ
の
容
認
度
の
高
い
人

や
組
織
の
上
下
関
係
に
順
応

し
て
い
る
人
は
、
検
索
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
「
Ｓ
は
悪
く
な

い
」
に
傾
く
だ
ろ
う
。
ネ
ッ

ト
検
索
で
公
平
な
判
断
は
で

き
な
い
。
そ
れ
は
ネ
ッ
ト
の

検
索
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
、
検

索
す
る
人
自
身
も
気
付
い
て

い
な
い
無
意
識
の
傾
向
性
を

よ
り
強
化
す
る
か
ら
だ
。

　

無
垢
な
人
は
い
な
い
。
人

は
す
べ
て
物
心
つ
い
た
時
か

ら
何
ら
か
の
刷
り
込
み
を
受

け
て
い
る
。
最
初
は
親
や
家

族
か
ら
、
学
校
教
育
や
社
会

か
ら
、
ま
た
自
身
の
経
験
か

ら
何
ら
か
の
価
値
基
準
を
持

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

社
会
の
共
通
の
基
準
や
ル
ー

ル
が
必
要
な
の
だ
が
、
今
回

の
選
挙
に
基
準
や
ル
ー
ル
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
今
の
世

の
中
に
は
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
が
横
行
し
て
い
る
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
基
準
も

ル
ー
ル
も
人
間
と
し
て
の
品

性
ま
で
も
無
視
さ
れ
、
今
ま

で
投
票
し
た
こ
と
も
な
い

「
犬
猫
野
菜
」
が
笛
に
吹
か

れ
て
右
往
左
往
し
た
選
挙
に

思
え
て
仕
方
な
い
。
い
つ
の

時
代
に
も
「
犬
猫
野
菜
」
は

多
く
い
て
、
戦
争
の
後
押
し

す
る
の
も
「
犬
猫
野
菜
」
だ

っ
た
。
そ
の
罪
は
あ
ま
り
に

大
き
い
と
私
は
思
う
。

（
Ｏ
Ｋ
）

が
ら
の
自
称
１
人
の
駅
立
ち

も
、
周
到
に
準
備
さ
れ
た

「
野
菜
収
穫
計
画
」
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
Ｓ
を
支
え
た
の
は
、

視
聴
率
を
取
り
た
い
マ
ス
コ

ミ
と
、
３
年
間
の
知
事
時
代

に
Ｓ
が
ち
ゃ
っ
か
り
そ
の
前

任
者
か
ら
引
き
継
い
だ
兵
庫

県
に
巣
食
う
利
権
や
美
味
し

い
も
の
に
預
か
っ
た
者
た
ち

と
、
レ
イ
シ
ス
ト
と
、「
犬
猫

野
菜
」
だ
。

　

Ｓ
に
投
票
し
た
人
の
話
を

〝
こ
れ
は
、
一
匹
狼
の
女

医
の
話
で
あ
る
。
例
え
ば
こ

の
女
、
群
れ
を
嫌
い
、
権
威

を
嫌
い
、
束
縛
を
嫌
い
、
専

門
医
の
ラ
イ
セ
ン
ス
と
叩
き

上
げ
の
ス
キ
ル
だ
け
が
彼
女

の
武
器
だ
〞

―
で
始
ま
る

人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
映
画

化
作
品
で
あ
る
。

２
０
１
２
年
よ
り
テ
レ
ビ

朝
日
で
全
国
放
送
さ
れ
、
シ

リ
ー
ズ
は
シ
ー
ズ
ン
７
ま
で

あ
り
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
版
も
含

め
、「
私
、
失
敗
し
な
い
の
で
」

の
有
名
な
セ
リ
フ
で
愛
さ
れ
、

好
評
を
得
て
き
た
。
テ
レ
ビ

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
す
ぐ
れ
た

脚
本
に
贈
ら
れ
る
橋
田
賞
や

向
田
邦
子
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

本
作
は
、
テ
レ
ビ
シ
リ
ー

ズ
を
含
め
、
ド
ク
タ
ー
Ⅹ
フ

ァ
イ
ナ
ル
作
品
と
な
る
。
監

督
は
、「
七
人
の
秘
書
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
」
（
２
０
２
２

年
）
に
続
い
て
の
監
督
作
と

な
る
田
村
直
己
氏
が
務
め
て

い
る
。
田
村
氏
は
テ
レ
ビ
シ

リ
ー
ズ
の
監
督
も
手
が
け
て

い
る
。
脚
本
担
当
は
、
本
作

テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
で
橋
田
賞

と
向
田
邦
子
賞
を
受
賞
し
た

中
園
ミ
ホ
氏
で
あ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
ま
ず
冒

頭
か
ら
面
白
い
。
と
あ
る
国

の
大
統
領
の
生
命
を
救
う
た

め
大
門
未
知
子
（
米
倉
涼

子
）
が
そ
の
国
の
軍
隊
に
雇

わ
れ
、
未
知
子
の
「
私
、
失

敗
し
な
い
の
で
」
の
セ
リ
フ

通
り
大
統
領
を
救
う
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。

そ
し
て
、
舞
台
は
日
本
へ

と
移
る
。
未
知
子
は
東
帝
大

学
病
院
で
新
た
な
病
院
長
と

な
っ
た
若
き
天
才
外
科
医
に

呼
び
寄
せ
ら
れ
る
。
神
津
比

呂
人
（
染
谷
将
太
）
で
あ
っ

た
。
神
津
に
は
双
子
の
弟
・

多
可
人
（
染
谷
二
役
）
が
い

る
。
多
可
人
は
、
車
椅
子
の

神
童
と
言
わ
れ
た
頭
脳
を
も

ち
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
、
メ
デ
ィ
ア

の
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

ん
な
弟
を
も
つ
比
呂
人
だ
が
、

東
帝
病
院
長
と
し
て
エ
ビ
デ

ン
ス
（
根
拠
）
を
重
視
し
て

医
師
た
ち
を
切
り
捨
て
、
オ

ー
バ
ー
ワ
ー
ク
を
強
い
る
な

ど
苦
し
め
る
。
そ
ん
な
比
呂

人
に
対
し
て
医
師
た
ち
は
憤

ま
ん
や
る
方
な
い
の
だ
。

一
方
、
未
知
子
に
か
つ
て

命
を
救
っ
て
も
ら
っ
た
同
僚
、

森
本
光
（
田
中
圭
）
は
、
ス

ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
と
な
っ
た

未
知
子
の
過
去
を
知
ろ
う
と

故
郷
ま
で
訪
ね
て
行
き
、
想

像
を
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
こ

と
に
驚
愕
す
る
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
未
知
子
の
若
い
日

の
姿
が
描
か
れ
て
い
く
。
未

知
子
役
の
八
木
莉
可
子
が
好

演
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
森

本
を
通
し
て
「
福
原
名
医
紹

介
所
」
の
所
長
、
福
原
晶

　

子
供
の
頃
、

相

手

を

け

な

す
時
、
「
お
前

の
母
ち
ゃ
ん
デ

ベ
ソ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
っ
た
。

言
わ
れ
た
方
は

否
定
す
る
の
だ

が
、
言
う
方
は
、
事
実
は
ど

う
だ
っ
て
い
い
の
で
、
小
蠅

の
よ
う
に
う
る
さ
く
た
か
っ

て
く
る
。
言
わ
れ
た
方
は
泣

い
て
帰
る
し
か
な
い
。

　

大
人
に
な
っ
て
そ
れ
を
さ

れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
馬
鹿

馬
鹿
し
過
ぎ
て
相
手
に
し
な

い
ど
こ
ろ
か
、
相
手
に
で
き

な
い
。
人
間
と
し
て
の
品
性

が
許
さ
な
い
か
ら
。
し
か
し
、

そ
の
う
ち
信
じ
る
人
が
現
れ
、

一
族
郎
党
デ
ベ
ソ
に
さ
れ
、

デ
ベ
ソ
は
人
類
最
大
の
害
悪

と
な
る
。
昨
年
11
月
の
兵
庫

県
知
事
選
挙
は
デ
ベ
ソ
連
呼

の
ル
ー
ル
無
用
の
馬
鹿
馬
鹿

し
い
選
挙
だ
っ
た
。

　

そ
の
張
本
人
Ｎ
党
の
Ｔ
の

選
挙
動
画
を
観
た
こ
と
が
あ

る
。
令
和
の
虎
？
と
掛
け
合

い
の
演
説
な
の
だ
が
、
実
に

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
だ
っ
た
。

事
実
な
ど
ど
う
で
も
良
い
。

誰
々
は
何
々
し
て
い
そ
う
と

い
う
、
お
笑
い
番
組
の
大
喜

利
の
ノ
リ
な
の
だ
。
前
知
事

は
い
じ
め
ら
れ
て
い
そ
う
、

告
発
者
は
何
々
し
て
い
そ
う

と
、
流
れ
る
よ
う
な
テ
ン
ポ

で
聴
衆
を
笑
わ
せ
な
が
ら
、

架
空
の
世
界
を
現
実
で
あ
る

か
の
よ
う
に
刷
り
込
ん
で
い

く
。
Ｔ
は
、「
選
挙
に
行
っ
た

こ
と
の
な
い
知
性
犬
猫
レ
ベ

ル
を
下
ネ
タ
で
釣
っ
て
投
票

さ
せ
る
」
と
言
っ
た
が
、
そ

の
や
り
口
は
正
し
か
っ
た
。

　

前
知
事
Ｓ
の
傲
慢
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
な

寄 稿

◇

新
年
早
々
、
私
た
ち
の
手

か
ら
人
材
の
宝
が
奪
わ
れ
た
。

米
岡
史
之
さ
ん
の
逝
去
で
あ

る
。１

９
３
３
年
生
ま
れ
の
享

年
91
歳
で
あ
っ
た
。
敗
戦
直

後
、
大
連
か
ら
の
引
揚
げ
で

あ
っ
た
の
で
、
私
よ
り
３
つ

年
上
で
あ
っ
た
が
、
学
年
齢

で
は
２
年
上
で
あ
っ
た
。

６
・
３
制
の
新
制
中
学
の
最

初
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
三
菱
重
工
の
養

成
工
と
な
り
、
定
年
ま
で

43
、
４
年
を
過
ご
し
た
。
わ

新
社
会
党
長
田
総
支
部
所

属
で
、
熟
年
者
ユ
ニ
オ
ン
の

会
長
を
結
成
時
か
ら
長
く
務

め
た
米
岡
史
之
さ
ん
が
１
月

１
日
、
急
逝
し
た
。
91
歳
だ

っ
た
。

米
岡
さ
ん
の
逝
去
を
悼
み
、

故
人
の
生
前
を
偲
ぶ
文
が
今

村
稔
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

【
編
集
部
】

が
国
の
独
占
資
本
の
中
核
で

あ
り
、
労
働
運
動
で
も
同
盟

系
運
動
の
牙
城
で
あ
っ
た
職

場
で
、
資
本
に
魂
を
売
る
こ

と
な
く
、
抵
抗
を
続
け
て
き

た
。
三
菱
資
本
は
、
米
岡
さ

ん
を
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
存

在
と
侮
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
獅
子
身
中
の
虫
は
喰
い

離
れ
な
か
っ
た
。
三
菱
資
本

が
睨
み
を
き
か
す
中
で
、
米

岡
さ
ん
と
共
に
た
た
か
お
う

と
す
る
労
働
者
は
多
く
は
な

か
っ
た
が
、
密
か
に
米
岡
さ

ん
と
語
る
労
働
者
は
少
な
く

な
か
っ
た
と
聞
く
。

先
頭
に
立
っ
て
叱
咤
す
る

姿
な
ど
お
よ
そ
似
合
う
人
で

は
な
か
っ
た
が
、
震
災
後
と

重
な
っ
た
定
年
退
職
後
は
、

神
戸
で
熟
年
者
ユ
ニ
オ
ン
を

起
ち
上
げ
、
そ
の
会
長
に
就

き
、
10
年
間
そ
の
任
を
務
め

た
。熟

年
者
ユ
ニ
オ
ン
は
今
日

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
街
頭
宣

伝
活
動
、
毎
月
の
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
マ
ン
デ
モ
、
神
戸
市
に

対
す
る
敬
老
パ
ス
を
守
る
署

名
活
動
、
介
護
保
険
制
度
を

改
善
・
前
進
さ
せ
る
共
闘
組

織
の
取
り
組
み
、
関
西
電
力

に
対
す
る
原
発
反
対
の
抗
議

行
動
な
ど
を
重
ね
、
大
衆
運

動
が
年
を
追
っ
て
後
退
気
味

に
な
る
中
で
気
を
吐
い
て
き

た
が
、
そ
の
感
じ
は
、
地
味

さ
と
い
い
、
粘
り
強
さ
と
い

い
、
そ
の
ま
ま
米
岡
さ
ん
の

人
格
化
と
言
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。

地
味
と
粘
り
が
売
物
の
人

は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
少
な
い

と
い
う
の
が
相
場
で
あ
る
が
、

米
岡
さ
ん
は
逆
に
、
背
負
い

き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

ま
ず
第
１
に
指
を
折
る
こ
と

は
、
サ
ボ
ッ
た
り
、
手
抜
き

を
し
た
り
し
な
い
人
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
参

加
す
べ
き
会
議
や
行
動
に
姿

を
見
せ
な
い
こ
と
は
、
病
気

な
ど
で
な
い
か
ぎ
り
絶
無
で

あ
っ
た
。
住
友
ゴ
ム
の
仲
間

が
退
職
後
も
会
社
に
対
す
る

た
た
か
い
を
数
年
も
止
め
ず

続
け
た
時
、
米
岡
さ
ん
は
毎

月
の
行
動
に
欠
か
す
こ
と
な

く
、
そ
れ
も
自
転
車
で
参
加

し
て
い
た
。

第
２
に
指
を
折
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
れ
が

三
宮
で
あ
ろ
う
と
、
明
石
で

あ
ろ
う
と
、
西
宮
で
あ
ろ
う

と
、
住
ん
で
い
た
長
田
の
自

宅
（
長
者
町
と
い
う
の
も
皮

肉
な
お
か
し
み
が
あ
っ
た

が
）
か
ら
自
転
車
で
来
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
バ
イ
ク
を
使

う
こ
と
も
滅
多
に
な
い
こ
と

だ
っ
た
。
当
初
、
熟
年
者
ユ

ニ
オ
ン
は
生
田
川
沿
い
の
と

こ
ろ
に
事
務
所
を
持
っ
て
い

た
が
、
そ
こ
へ
の
出
勤
も
自

転
車
だ
っ
た
。

第
３
に
指
を
折
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
手
作
業
で
も
、
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
や
ろ
う
と

す
る
心
構
え
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

兵
庫
土
建
の
組
合
員
に
も
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
理
作
業

な
ど
大
工
さ
ん
そ
こ
の
け
の

自
力
で
や
っ
て
い
た
と
い
う
。

た
だ
、
自
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
彼
の
背
丈
ま
で
し
か
積

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
、

真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い

笑
話
が
残
さ
れ
て
い
た
。

名
城
の
石
垣
の
間
に
、
そ

れ
な
く
し
て
は
石
垣
の
強
さ

は
な
い
と
い
う
小
石
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
。
米
岡
さ
ん
は
、

目
立
た
な
い
、
小
さ
い
、
し

か
し
そ
れ
な
し
に
は
石
垣
の

強
さ
は
あ
り
得
な
か
っ
た
小

石
で
あ
っ
た
。

運
動
を
大
き
く
強
く
し
よ

う
と
欲
す
る
志
を
持
つ
も
の

な
ら
ば
、
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
名
は
、
米
岡
史
之

で
あ
る
。

（
元
熟
年
者
ユ
ニ
オ
ン
会

長
）

体
は
小
さ
い
が
、大
き
い

米
岡
史
之
の
名

今村　稔

米
岡
史
之
さ
ん
を
偲
ぶ

米
岡
史
之
さ
ん
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